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○ 細菌数検査成績の推移
　合乳検査成績における細菌数1.4万/ml
以下の割合は2015年の98.8％をピーク
に、2020年度には98.0%まで低下しま
した。（図１）
　今回、低下の原因を探るため、個乳検査
成績について分析を行いました。
　図２は過去20年間における個乳細菌数
成績（年間を通して出荷した農家）の度数
分布と1.4万/ml以下の割合を示したグラ
フです。2000年以降、1.4万/ml以下の
割合は急激に向上し、その後も安定し推移
していましたが、2014年度以降は一転し
て低下傾向となり、2020年度は96.6%
まで低下しました。

図１　合乳細菌数1.4万/ml以下の割合

細菌数検査成績の推移と近年の傾向及び
細菌数削減対策について

は1.39％ですが1.41％（最大1.79％）まで高くなっています。デノボFAはFFA0.8mmol/100g 
Fat以下で29.1％ですが、2.01mmol/100g Fat以上では27.4％（最小23.4％）まで低下してい
ます。同様に、プレフォーム FAは37.1％ですが38.3％（最大46.0％）まで高くなっています。
　一年を通してFFAの数値が1.0 mmol／100gFat以下で安定していれば、乳の取り扱いと牛の体
調は良好と判断すべきです。ただし、バルク乳の旬別成績でFFAが常に高い場合、また、時期的に大
きく動くなどの場合では、デノボが高ければ飼養管理での課題ではなく、生乳を泡立たせない・・・
など、搾乳システムや貯乳時の管理に問題があると判断できます。
　FFAは乳成分や脂肪酸組成と関連するため、総合的に判断することで、風味変化の原因を追求する
手段になります。デノボ脂肪酸を高めることで、ルーメンの動きが活発になり、結果的に風味変化の
リスクを低減することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　デノボ脂肪酸を高めることで、乳量、乳脂率、乳タンパク質率を高め、周産期病や風味変化のリス
クを抑えることができます。ただ、酪農が一経営体であることを考えると、デノボ脂肪酸を高くして
牛を健康にするだけでなく、個体乳量を上げて所得を追求することも求められます。そのためにも、
酪農家個々で目指す方向を定め、独自のデノボ脂肪酸の指標値を見出すべきと考えます。
飼養管理に関する技術的項目は数多くありますが、デノボ脂肪酸は牛の体から発信される貴重な数値
で、問題解決や飼料設計上での有効なアイテムです。バルク乳並びに牛群検定から提供される乳の情
報をしっかり注視しましょう。
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　特に、細菌数0.1万/ml以下という極めて衛生的に
優れた階層の割合がピークの56.2%（2015年）から
2020年度は39.7%まで低下しました。
　そこで、この変化が「傾向変動」であるかを検討する
ために、個乳細菌数について36旬移動平均法（幾何平
均値）を用いて、年間出荷乳量階層別に比較を行いまし
た。（図３）
　近年の変動を見てみると、「201～500t」及び「501
～1,000t」の階層は、ほぼ横ばいで推移しています。
　一方で、200t以下及び1,001t以上の階層において
は、2016年度以降の細菌数が急激に上昇している状況
となっています。近年の大規模化の流れで、１戸あたり
の出荷乳量は増加しており、高細菌数が発生した場合は、
全体の乳質に与える影響が大きくなってしまいます。

○ 細菌汚染原因
　本会が検査受託する一部地域において、個乳細菌数で1.5万/ml以上が認められた場合、乳房炎によ
る細菌感染が疑われる「個体由来」か、搾乳環境や機器の洗浄不良等による「環境由来」かの切り分
けを行い、解決に向けて現場へフィードバックとデータの蓄積を行ってきました。
　図４で、出荷乳量規模別の汚染原因割合を2016年度と2020年度で比較しましたが、2016年度の
結果では出荷乳量が少ない500ｔ以下の階層では環境由来による汚染が多く、501ｔ以上の階層は環
境由来と個体由来の割合がほぼ半数という結果でした。
　しかし2020年度になると、全ての乳量階層において環境由来による汚染原因の割合が増加してい
ます。
　特に、乳量が多い農家の環境由来による汚染が著しく増加していることが分かります。近年の搾乳
形態の変化、飼養頭数の増加などの変化が影響していることが推察されます。

図２　個乳細菌数度数分布

図３　年間出荷乳量階層別　個乳細菌数移動平均推移
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当機関誌に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。

パソコン版 ：各種グラフ・詳細なデータを確認できます。 
https://nyuken.hmrt.or. jp/dl  （北酪検HPからもアクセス可）

モバイル版 ：牛舎などで牛のデータを確認するのに便利！
https://nyuken.hmrt.or. jp/dlmoba（右のQRコードから簡単アクセス）

牛群検定WebシステムDLご利用方法

○ 環境由来の汚染原因で、細菌数を増殖させないために
　搾乳時の乳頭清拭が不十分であると、ミルカーから細菌をバルククーラーに混入させてしまう恐れ
があります。乳頭清拭の際は、効果的な殺菌液（殺菌剤の濃度や温度）を用いてタオルに汚れが付か
なくなるまで丁寧な清拭を実施し、細菌を混入させない正しい搾乳手順を徹底することが重要です。
　また、バルククーラー内の乳温が適切に管理できていれば、保存された生乳中の細菌はほとんど増加し
ません。搾乳で追加投入した際に乳温が10℃を超えないようにすること、冷却機能が弱っていないか、アジ
テーターがしっかり動いているかなどバルククーラーの機能が正常か、日々点検することは非常に重要です。
　ミルカーやバルククーラー、パイプラインについてはシステムの洗浄プログラムに沿って実施され
ていますが、定期的にミルククロー等の手洗い洗浄や、ライナーゴム・パッキン類の定期交換を実施
する事で、内部に蓄積された汚れ（細菌叢）が除去されて細菌汚染を予め防ぐことができます。

○ 各種細菌検査の実施について
　今年度は、各地区の乳質改善協議会が行う高品質生乳生産に向けた取組の一環として、細菌の汚染
原因を個体由来か環境由来か切り分ける「簡易同定検査」の実施を予定しています。
　また、今後は汚染箇所の切り分けや予測への活用に向け、「耐熱性菌数検査」、「予備培養法」などの
各種細菌検査の活用に向けた検討を進めて参ります。

図４　出荷乳量規模別細菌汚染原因の割合


